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鮫研究されるものであるが，本iiiii文は従来の動物心理物

理学の手法と実験的行動分析の手法とを統一的に理解す

る視点に向って新に一歩を進めたものともいえる。著者

は本論文によって文学博士の学位を受けるに値するもの

と認める。

じ易く，これを反11ﾘl:する様々な脳内像が示されることが

予想された。そこでは適応行動に関する脳皮質活性と情

動に関連する深い皮質下視床下部の活動などが干渉し合

うことが考えられる。

脳内電気現象として誘発電位の測定が行われたが，誘

導部位として脳皮質の前頭，頭頂，後頭部（視覚中枢）

と皮質下の海馬，視床，視床下部の６ケ所が選ばれた。

実験Ａの古典的条件づけでは，予備実験として条件反

応の指標が検討され，心拍数の変化よりも呼吸パタンの

変化が明瞭であることが見出されたが，ラットの古典的

条件づけに適しい装間が工夫され，実験群に対し統制群

として疑似条件づけや馴化を設け比較・分析がなされて

いる。

Ｃｓとしては単一閃光が無条件刺激ＵＳとしては尾部

への電撃が用いられたが，視覚誘発電位に５つの成分が

家出され，潜時の速いものから陽性波をＰ,，Ｐ2,Ｐ３，陰

性波をＮ1,Ｎ２と名づけた。古典的条件づけではＮ２成

分の頂点潜時が条件づけの進行にともなって延長し，そ

の振巾も大となること，馴化群と比較しても振巾の変化

は相反する方向であり，これが情動行動に対する積極的

意味をももつものと考えられた。尚，Ｎ２成分の頂点潜

時は視床下部のものが最も知<，これから般性的に広範

な脳部位に出現することが予想された。また，これを呼

吸反応と対応してみると呼吸反応が顕著にある場合，Ｎ２

の振巾が大となることが示された。

他の誘発電位の成分は条件づけの進行にともなって専

ら減過する様相が承られたが，海馬腹側核では，変化が

示され，Ｐ２成分も認められることから海馬が視床下部

や他の部位の電気活動をとり込んでいることも推測され

た。

誘発脳位に後続する後発射は二種類が承出されたが，

１つは従来，後発射として知られたものであるが，他は

それよりも周期の速いもので，海馬において明瞭に認め

られた。前者をslowafterdischange（ＡＤ)，後者を

ｆａｓｔＡＤと名付けて区別している。ｓｌｏｗＡＤは馴化期

の後半に後頭部視覚中枢に出現し，視覚刺激への慣れに

よって生ずる脳内現象であることが認められたがｆａｓｔ

ＡＤはＴＩＴ典的条件づけにおいてのみ出現することから，

条件反,応の生起と関連するものと予想されたが，条件づ

けの後半においてその出現が急に減少する点は条件性呼

吸反応の生起とは対応しなく，寧ろ，行動の発現機構と

の関連が考えられている。

実験11のlill雌条件づけでは，実験Ａと|｢］様なＣＳ，ＵＳ

が用いられ性復型回避箱の訓練がなされた。結果は学習
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〔論文審査の要旨〕

行動発現の脳内機構を解肌する従来の生理心理学的モ

デルでは惰動行動との関連が明確にされていなかった

が，この側面を考慮して脳内機構の図式化を試象ようと

する実験的研究が本論文の趣旨である。

実験は大きく２つに分けられたが，1つは嫌悪刺激の

回避不可能な古典的条件づけ，他は嫌悪刺激の[ｉｉ１避可能

な回避条件づけであり，これらの条件づけをラットに課

し．同時に脳内電気現象の観測がなされている。古典条

件づけでは条件刺激Ｃｓによって情動性の自律反応が生

起し適応行動を困難にすると想定し，従って脳内では情

動に関連した皮質下中枢の活動が主体となり，比較的局

所的な脳内状態像が示されるが，一方，回避条|'|:づけで

は嫌悪刺激を回避する適応行動の獲得過程に個体差が生



成績に著しい個体差が示されたので70％以上の成績を示

した好成績群，20-60％の成績を示した中等度成績群，

全く条件反応を示さなかった低成績群にわけて誘発電位

を比較した処，好成績群ではＰ３波が条件づけの進行と

共に振巾を増大し脳皮質の広範部に出現し，特に前頭部

に出現した場合には93％の成縦を示したが，Ｍ１|化期で

は，これと反対に振巾が減少したに,中等度成績群では，

前頭部にＰ２波の出現する時期が遅延した。低成績群で

は３種類の型がふられたが，１．振巾の大きなＮ２波が

全脳に出現し，Ｐ２波の振巾が減小したもので行動に

jumpingが頻発したことから異常な興奮状態にあって

条件反応が生起しなかったことが想定された。２．脳波

が全般に低振巾化しＰ３波が消失する傾向を示したもの

で凍結反応を示すことが多く，強い抑制状態が想定され

た。３．中等度成績群と類似の脳波像を示しているもの

のＰ２波が前頭部に出現しなかったもので，これは皮質

般性投射系の作動不能が想定された。

回避条件づけの後発射に関してはｆａｓｔＡＤが好成績

群と中等成績群について現われ，低成績群では認められ

なかった。ｆａｓｔＡＤの出現数と1111避反応の生起率とに並

行関係が認められることからこれがlljl避行動に積極的に

関連することが予想された。ｆａｓｔＡＤの周波数が８Ｈｚ

以上になった場合85％以上の''1|避率が示されている。

尚，ｆａｓｔＡＤは脳の広範部に出現したが海馬に顕著にみ

られている。

以上の実験結果を踏まえ，著者はＰ２成分の頂点潜時

が皮質視覚中枢において股も早く，海馬で最も遅いとい

う事実を考慮して|｢'1避行動の脳内過程を次の様に想定し

ている。Ｃｓとしての閃光刺激は視床中枢核を通って視

床第一次中枢に行き，数佃のニューロンを介してＰ２波

を生起する。Ｐ３波は視床般性投射核に入り，ここから

脳皮質全般に投射される。脳皮質におけるＰｂ波の多発

は海馬において近接領域との閉鎖回路興奮，ｆａｓｔＡＤを

生じ，これが皮質迩励中枢を1町かして'１１１雌反応を生起す

る，また、回避反応を示さなかった個体の中脳内電気現

象が古典的条件づけと同じであったものは，視床下部か

ら直接皮質に般性的に出現するＮ２波が皮質に異常興奮

を生じ視床般性投射核に抑制的に作用しＰ３波の出現を

抑え，従って海馬におけるｆａｓｔＡＤの出現もなくなる

が，視床下部における大振巾のＮ２成分は自律系の呼吸

反応を確実に誘発する結果とみられている。この構想に

基いて著者は闇11化期の状態も含めて６種類の脳内像を作

図しているが，これらの脳内像構図は自律系条件反応と

適応行動の条件反応とを区別していること，脳皮質や視

床の活性水準を考慮に入れた１１J変性のあることに特徴を

もっている。

著者の図式化は脳|ﾉUⅢjWMの関迦について必しも異論の

余地がないとはいえないし，また，図式化の行動面での

一義的対応を確定するためには，実験条件を変化した検

討が残されているとはいえ，上述の特徴は行動発現の脳

内機構の解り]に新しい視点を力Ⅱえたものといえる。

著者は本研究によって文学博士の学位を授与されるに

値するものと認める。


